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はじめに

五四新文化運動の旗手であった陳独秀は,自ら漏衆をつとめる『新骨年目志士で, ｢その後,

梁啓超先生は教育面において,国に貞献していることは少なくないが,康先生は聞かなくなっ

てしまったO --･｣ 1)と語り,康有為を過去の人物として葬り去ったO

康有為(1857-1927年),字は広胤　号を長瀬,のちに更生或いは天造化人と称した｡,広東

南海人Oそれ放南海先生ともよばれたO中国近代資産階級改良運動の指導者,戊成変法のリー

ダ-として知られるO変法の失敗後,日本に弟子の梁啓避らとともに亡命するが,稼なくして

世界各国を遊歴し,立窓君主制の実現のために奔走した｡また保患会や孔教会を設立するなど

政治に関わったが,復蹄運動失敗後,政界を引退し,著作活動に醇念した｡ 1927年骨偽で病

死した｡事年70歳であったo

康有為の華やかな時代は,まさに戊戊変法酌後の時代,あるいはその後の革命派との角逐の

時代であったO陳独秀の言うように,辛亥革命以後の康有為は反動派の頭目のような存在であ

って,忘れられた人でもあったO

ただ歴史は時として,沓妙な皮肉を生み出すことがある｡忘れられた康有為は,陳独秀たち

がリ-ダーとなった五四運動に対して,熱烈な支持を送り,日本の対中政策に対して猛烈な抗

議文を提出するのである｡したがって康有為は,その晩年を無為に過ごしたわけではなかった｡

ここではとくに青島に膚を構えてからの康有為晩年の活動などを紹介しながら,当時の中国

を取り巻く歴史状況などを,康有為との関係の中で考えてみたいO

康有為が歴史の表舞台に華々しく登場したのは,戊成変法前後の時代であったことは上述し

たが,いわゆる康有為研究に関しても,その前後の時期を対象とするものが多い｡当然といえ

ばそれまでだが,康有為自身は,その後も永く生を亨けていたわけだから,後半生の研究があっ

ても不思議ではないo Lかし,日本においては竹内弘行先生のF後期康有為論一亡命･辛亥･

複牌･五四｣ 2)が専著としてあるぐらいであるO　尤も坂出祥伸先生31や相田雄二郎先生4)

などのこの時期の研究もあるが,やはり全体としてみれば非常に少ないという感は否めないO

その原田は反動派の頭目として位置づけがなされたためではないだろうか｡

本稿は上記の先学による論に負いながら,とくに青島という場所に限定して,康有為論を進

めていく｡青島は康有為の最後に住んだ地であり,亡くなったところでもあった｡)それまで住

んでいた上海よりも青島の方が暮らしやすいと言った康有為にとってこの地はやはり天道の地

であったのかも知れない｡
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1 康有為と青島

(1)第一次世界大戦

1917年康有為は 60歳の華甲の歳を迎えた｡元旦には 60年の歳月を振 り返って ｢開歳忽六

十簡｣と題する長編の詩を読んだ｡還暦を迎え,上海で多 くの門人たちの祝福を受けていた 5)0

この年はまた中国外交にとって重要な年でもあった｡すなわち,ヨーロッパで繰 り広げられ

ていた第一次世界大戦に際 して,中国が参戦するかどうかが問われていたのである｡同年 2

月には日本政府が中国に対 して, ドイツと国交を断絶するように勧告をしている｡またアメリ

カが中国に対して,一致 して行動するように勧告 している｡『康有為先生年譜』(下)には,｢ア

メリカ政府はドイツに対 して断交した｡中国に一致 して行動するように勧める｡総理の段芝泉

(琴瑞)は賛成の立場を表明し,任公 (梁啓超)もまた同じように主張 した｡ヨーロッパ戦団

に参加すれば,我が国の国際的地位が高まる.大統領の教宋卿 (元洪)は反対を表明した｡先

坐 (康有為)もまた中立を維持するために参戦に反対 した｣ 6) とある｡ この間題は康有為と

梁啓超の対立を生んだのみならず,府 (総統府,すなわち黍元浜を代表とする政治組織)と院

(国務院,内閣総理段棋瑞を中心とする軍閥政治集団)との激しい対立を生み出した｡

段棋瑞は日本の支持のもと積極的に参戦を主張し,日本からの借款を得て,自らの勢力の拡

大をたくらんでいた｡一方繋元供は段の意図を察知して,国会を利用し,反対の決講を行った｡

さらに黍元浜は,段 と日本との間に交わされたいわゆる ｢西原借款｣が明るみに出た機会を逃

がさず,段棋瑞の国務総理および陸軍総長の職務を罷免 した｡このような政治状況の下で,磨

有為の立場は鮮明であった｡戦団に加入することは,博打で有り金をはたくことであり,自古

から国を護 り,人民を安らかにするためには,戦と言うことを口にしない｡これは人道主義で

あると主張 し,中国人のために戦団には加入すべきではないと言っている 7)0

泰元供は段棋瑞を罷免したあと,外交総長の伍廷労を暫 く総理に任命 した｡段棋瑞は烈火の

如く怒り,電報を発 し,総理を取 り替える命令を下し,国務総理副署の同意を経ていないので,

法律上の効力がなく,その上この事態によって影響がおきれば,責任を持つことが出来ないと

し,段棋瑞は子飼いの督軍団に挑発させ黍元浜に反対した｡また安徽省をはじめとする九省の

督軍が続いて中央からの独立を宣言するなど,府院の争いは続いた｡こ̀のような中で,孤立無

援の黍元洪は陸廷栄の建議を受け入れて,安徴督軍張勲に時局を調停するようにと電報を打っ

た｡張勲はこの機に乗じて,国会を解散させ,各省の独立を取 り消し,清朝最後の皇帝薄儀を

前面に押し立てて,政治の表舞台に引き出した｡これがいわゆる張勲復蹄と言われるものである｡

廉有為は張勲の依頼を受けるかたちで,復蹄に協力し,自ら弼徳院副院長 8)の役職に就い

た｡清朝の遺臣を任 じていた康有為にとっては当然のことであった｡ただその後の政第方針を

めぐって,張勲と対立し,復梓は失敗に終わった｡康有為研究で著名な馬洪林教授は康有為晩

年の誤 りとして,この復蹄事件を取 り上げられている｡｢最大の歴史的な誤 りは‥ 民国六年の

TT巳復梓』に参加 したことである｣ と言われ 9),康有為と張勲の政治への関わり方,呂的
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が異なっていると指摘された｡その結果,張勲と枚を分かつこととなった｡

(2)対華 21ヶ条

さらには日本への諌言があげられよう｡康有為にとって日本は初めて訪れた海外の地であり,

いわば第二のふるさとと言っても過言ではないだろう｡ 彼の変法のモデルとなったのは,甫う

までもなく日本であった｡その日本が中国に対 していわゆる ｢対華 21ヶ条｣の要求を突きつ

けたのである｡この要求は後の五四運動へとつながってい くものであるO

1914年 6月に突発 したボスニア ･サラエボでのセ)i,ビアの膏年によるオース トリア亀太子

夫寮の暗殺事件は 2国間の問題に留まらず,国際的な緊張を引き起こしたOすなわち,オ-

ス トリアが 7月にセルビアに対 して宣戦を布告すると, ドイツがこれに呼応するかのように

オース トリアに味方した0-万 ドイツは,セルビアを支援 していたロシアに対 して宣戦を布暫

し,まもなくドイツとフランスが開戦 したOさらに ドイツがベルギ-に憧入すると,イギリス

もドイツに宣戦布告 した｡日本は日英同盟を締結 していたために参戦 したOただ主戦場がヨー

ロッパであったために,日本は直接にはヨ-ロツパに軍隊を派遭せずに中国山東省にあった ド

イツの権益をすっか り奪い取ってしまったのである｡

1914年 9月日本軍は山東省龍口に上陸し,蘭島に向かって侵攻を開始 した｡甫うまでもな

く青島は ドイツが 1898年に中国侵略の基地としたところである｡ ドイツがヨーロッパ戦線で

戦っているのに乗じて,日本が ドイツの植民地宵鳥および腸州湾一帯を手に入れたのであるo

｢対華 21ヶ条｣の要求 10)を見てみよう｡第-桑には,｢支那同政府は独逸図が山東省に

関して条約に依 り支那国に対 して有する一切の権利 ･利益 ･識与などの処分に付き,日本国政

府が独逸国政府と協定すべき一切の事項を容認すべ きことを約す｣0第二条 ｢支那国政酢 ま山

東省内もしくはその沿海一帯の地又は鳥輿を何らの名兼を以てするに拘わらず他国に譲与 しま

たは貸与せざるべきことを約す｣｡第三粂 ｢支那国政肝は芝柴又は龍口と隊州湾より済南に至

る鉄道とを連絡すべ き鉄道の敷設を日本国に允許す｣｡第四条 ｢支那国政府はなるべ く速やか

に外国人の居住および貿易のため,みずから進んで山東省における主要都市を開くべきことを

約すOその地点は別に協定すべ し｣O以上の 4項目が第-号LLT乗権益と呼ばれるものであるO

つまり従前 ドイツが山東省に持っていた権益をそっくりそのまま日本に認めよというものであ

った｡

(3)五四運動

1919年に起こった五四運動は,北京の学生たちによる救国愛国運動 として位置づけらるが,

いわゆる青島回収運動に他ならなかったO前述 した要求を時の哀世凱政権が日本側と秘密裳に

交渉を行って認めたものであった｡そのことを国際的に認知 したのが 1919年 1月にパリで行

われた講和会議の席上であった｡中国は戦勝国の身分で講和会議に臨んだが,イギリス,プラ
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ンス及びアメリカなどの列強諸国は,青島を中国に返還するどころか,権益をそのまま認めて

しまったのである｡この決定に失望 した北京の学生たちによって引き起こされたのが五四連動

である｡この連動に対 して,康有為は学生たちに滴腔の支持を寄せた｡｢曹汝蘇,草宗祥たち

はつとめて売国をおこない,自ら人民を刈ったのである｡国の運命は久しく途絶えてしまった｡

国を挙げて怒りをなし,すべてのものは彼 らを憎んでいる｡ ---率い今学生たちは義憤を発揚

させて,天に代わって彼 らを討ち,曹汝霧,車宗祥たちの罪科を正し-･-政府はすみやかに捕

まえた学生を釈放し,そ して売国賊を許されんことを望む｣ll)0

さらに,康有為は日本の大隈重信や犬養毅に対して電報を送った｡対華 21ヶ条発動の時の

首相であった大隈に対 しては,とくに抗談の意を表さず,中国の苦しみを述べ (｢内乱頻偽,

朝市準移,生民塗炭,六年五乱,国勢頼危｣),中国では民主政治は国情に合わないことを言っ

ている｡ また日本と中国がお互いに手を取 り合って,東亜の安定を図りましょうと言うことを

述べている 12)｡しかしながら,犬養毅に対 しては,山東青島からの撤兵を要求している｡｢賛

同はパリ諦和会議は成功 したと言っているが,列強諸国は疑いを持ち始め,激しくわが国の恨

みをかった｡貴国は,失うところも多くあったのです｡わたしはただ坐 して傍観しているだけ

であるが,悲しくて心を痛めています｡内閣の原総理 (原敬),山本君 仙 本権兵衛)や床次

君 (床次竹二郎)などは私と旧知の間柄です｡彼らは皆才能のある人ばかりだから,良策を持

ち出して,このことを解決 してくれるだろう｡ ただいままで何 も解決の糸口さえ見つからなか

ったのはとても残念なことである｡--･ドイツとの旧条約はひとまず置き,兵を撤退 し,鉄道

を返 し,衷世凱の二十一ヶ条,近頃の段棋瑞との軍事協定や徐世昌の順済南徐などを破棄し,

条件を求めないで,ことごとく我々に返還して下さい｡そうすれば中国四億の人民は骨歓馨し,

深 く頭を垂れて大いなる徳を感 じるでしょう.永く友好善隣を保てることだろう--｣18)と｡

康有為と犬養毅の関係は,1898年康が初めて日本に亡命 した頃にさかのぼる｡ 戊成政変失

敗後,康有為は北京から上海を経由して香港に逃げた｡そこで宮崎滑天 14)と深 く知 り合う

ようになった｡宮崎は康有為を日本に逃亡させようといろいろな策を講 じた｡当時日本香港駐

在の総領事上野季三郎は康有為のことで外務大臣大隈重僧に電報を打った｡その内容は康有為

が矢野特命全権大使の宛てた電報と同一の物であった｡電報の内容は,｢皇帝が廃 され,回が

滅びようとしています｡密書を奉 じて貴国に救接を求めます｡もし聞き入れて下さるならば電

報で返事を下さり＼ 保護を賜るよう望みます｣ 15)｡これに対 して大隈は康有為を保護するこ

とができると答えた｡そのうえ上野総領事は康有為に対 して旅費 350円を与えたという 16)0

また,宮崎は当時の様子をこう語っている｡｢帰って旅宿に至れば,一葉の来電あ り,これ木

翁の送る所の為替通知書なり,,天祐なる我,之れ無ければ余遂に康君との約を跨む能はざるな

り｣17)｡ 木翁とはすなわち犬養毅のことであるから,犬養毅 もまた康有為の来日に少なから

ず関わっていたのである｡ 康有為は日本を去るときに,犬養に ｢本堂記｣と言う書を贈った｡

その中には ｢支那に-士あり,康有為廉慶,講堂を卑 (広東)に築き,これを号して高木草堂

という｡ --日本に元夫あり,犬養毅子遠という｡高藤を江戸に築き,これを号して本堂とい
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う｡ -･･･康有為既に崩れ落ちた中国の-木支柱となり,改革を行いこれをあらためようと欲 し

たが,堂稗は繕い,風は吹き,木は折れ,堂樽は傾き潰れてしまい,東海の浜に滞流した｡東

海の犬養毅は維新日本の柱となり,しかも立派な盤構右親藍にも築き,堂柵は営みを助け,風

が吹き,木が傾いてもなお乗海上に吃立している｡二本の木は寒梅において遭遇 し,木を抱き

合わせ,木を整え連ね合わせ相共に二儀 (夫と地)を偲仰 し,大地を見て,東亜を指揮 し,棉

となり,梁となり,舟となり,筏 となる｡港海を塞ぎ,瀞を掘 りこれを通す｡犬養毅は康有為

に告げて言うには,あなたは支那の犬番数である｡ ぼくは日本の康有為である--｣ 18)｡つ

まり彼らの往来は相互の信頼と友情に轟付けられたものであった｡康有為は,轟をも掴む気持

ちで大寒に支援を求めたのであろう｡

この時期の康有為は,前述 した政治的行動のほかに,著作活動や東栄活動,それに教育活動

に従軍するなど,多岐にわたり精力的に活動 していた｡陳独秀が甫ったように ｢忘れられた康

有為｣の姿はどこにもなかったのである｡では何故このような評価が康有為に下されたのであ

ろうかOやはり,辛亥革命以後の彼の活動,主として保盛会,孔教会,複蹄とつながる･-種の

反動的な行動が辛亥革命以後の時代の流れ,すなわち共和制を横棒する政治体刑の中で古色蒼

然とした感が否めなかったからであろうかO

複騨失敗後,康有為は政権を奪取 した段横軸に罪魁禍首とされ,北京のアメリカ大使館に半

年余 り逃げ込むこととなった｡その後アメリカの保護の下に大使館を抜け出し,天津を経て宵

良,大連,済南へと向かった 19)｡康有為にとって初めての蘭島行きであった｡当時の常臓や

大連には,酒朝支配階級の-族が多く層位 していた 20)Oやはり酒朝の旧臣を愈純した行動で

あっただろう｡

康有為が初めて膏島の地を踏んだのは,1917年 11月のことであった｡『南海廉先生年譜続

編』の記載によると,｢冬遊青島,大連,旅順｣21)とある｡また青島で康有為自らが読んだ

辞基に ｢丁巳冬至冒遊青島並謂恭邸於禽泉｣があるoT巳冬至の日は 11月 9日に当たるC,こ

の日青島を遊覧して,旧清朝の支配一族の恭親王宅を訪問したと言うことであろうO

当時青島は日本が支配していたところであった｡この年はまた日本人の手によって青島中学

校が創設された年でもあった｡この学校は青島在留の日本人子弟のための学校であり,日本の

学制と教学方法を採用した中学校でもあったO在留日本人のための青島居留民団の設立は 1923

年 3月まで待たなければならなかったが,その当時すでに多くの日本人が青島に常住してい

たことが分かる｡

(4)二度目の青島

1923年 5月康有為は再び青島を訪れた｡『南海康先生年譜続編.=こよると,｢五月,過済南,

登千悌山････-旋赴青島,遊崎山,並在育,済丙地成立孔散骨,以後改馬簡閲遺徳骨｣ 22)とあ

り,済南から青島に来て,峰山に遊んだ｡この地は有名な道教の聖地であるし,
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ここで孔教会について見ていこう｡孔教会は文字通 り孔子の教えを弘 く宣教する目的を以て

作られた組織であり,その淵源は康有為が 1895年に在京の挙人を集めて清朝政府に提出した

『上清帝第二番j(いわゆる ｢公車上書｣)に見られるo ｢今速やかに道学の科目を立てた方が

宜しいと思います｡そこで儒者に講義をしてもらい,孔子の説かれた道を詳しく論述して--･

孔子の道を明らかにし,多く経費を集めて,各尊堂をしてこれを援助 し,村にある淫両をして,

ことごとく孔子廟に改めさせ,尊堂,会館に孔子を配 り,これによって愚民を導 くことを願い,

聖なる数えを支え,異端を防ぐ--｣ 23)と皇帝に上音したのである｡ 康有為は伝統的な儒家

の家に生まれ,幼いときから儒学を身につけた読書人,士大夫階級であった｡彼が孔子の道を

究め,孔子を尊ぶというのは当たり前のことであった｡

しかしながら,康有為はこの当時は孔子だけを尊ぶようなことはなかった｡香港や上海の繁

栄を目の当たりにし,西学にも理があると言うことを理解 し,肌で感 じ取っていたのである

24)｡では何故に孔子の教えを全面に持ち出したのであろうか｡康有為の生きた時代はまさに

西洋列強諸国が中国を植民地とし,｢瓜分体制｣ができあがった時代でもあった｡西洋列強緒

国を支えている思想的背景としては,彼らにはキリス ト教があった｡中国にそれを求めようと

すれば儒教のほかはない｡中国を救う道として,中国伝統思想である儒教を持ち出したのでは

なかろう.か｡ただ初期の廉有為の思想には,儒教主義者という面は余 り見えない｡前述 したよ

うに,商学に関心をしめし,仏教に興味を持ち,自然科学方面にも造詣が深かった｡

ただ辛亥革命以後の康有為は,ひたすら保真金,孔教会,復蹄といった時代の波に逆行する

反動路線をひたすら走っていったのである｡ 孔教会は 1912年に設立されたが,乱数会設立当

時の康有為はまさに ｢孔子｣そのものであった 25)0

1923年 5月康有為はこの地青島で家屋を購入した｡家族に宛てた手紙の中で ｢青島は気候

がとてもいいので,最近家を購入した｡名目は賃貸であるが,実は買ったのである｡ 庭は実に

広いが,価格は安かった｡数日後には入居できるだろう｡ 今は旅館にいるが高いので,入居で

きれば,電報で知らせることにする｡その時になれば是非青島に来て下さい｡上海よりもいい

ところである｡ 上海も恋しくなくなった｣26)と,住み慣れた上海よりも青島の方がいいと言

っている｡

戟海為塘山作場 茂林峻嶺樹如葬

荘厳旧冒節楼在 今落書家可隠栖 27)

この康有為の詩は,何を物語っているのであろうか｡海を鎮め,堤を作 り,樹木が正々と茂

り,そこに荘厳とした節楼が立ち,いま我が家となった,と詠っている｡手に入れた家屋はも

ともとドイツの提督の家であった｡この詩の題名を｢甲子六月領得青島徳国旧提督楼｣という｡

また康有為は弟子の方子節に宛てた手紙の中で,｢わたしは今家を買い求めた｡ ドイツ人が青

島を得た時の旧提督樺である｡家は小さいけれども,庭は広 く,海の眺めはすぼらしく,海ま

で百歩足らずで行ける距離にあります｡今ここを賃貸 しているが,青島の官有地には賃貸とい

う制度はなく,引き続いて借 りることが出来る｡ 公園を管理するものは,わたしのために,木
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や花を配置 してくれるOそこには自由に入ることが出来る｣ 28)といっている｡ここは海の紫

色と山の荘厳 さの両方を楽 しめると言うことで,かなり気に入っていたことが分かる｡上海は

もう恋 しくないと言っているぐらいであるからO現在の背鼻福山路にある康有為改暦に当たる｡

信号山の中腹に位置し,海を望める絶好の位酎 こある｡ さすがに今は建物が多く建ち往時のよ

うに海を望むことは出来ない｡

(5)大学の別段

青島で康有剃 ま何をしていたのだろうか｡1923年 6月家族に宛てた手紙の中で,｢蘭島の

家はとてもすぼらしいものである｡ 今までこのようなところは見たこともなかった｡ここに大

学を創設 しようと考えている｡育島に大学を創設 しようと思えば,ここにある商年兵舎を大学

に充てようと考えているO購入して創設 しようと思っているO だから永 く骨塵に住むことにす

る｡上海の家はもう不用である｡すでにある人が家を欲 しいと聞いてきたので,わたしは十衝

だと育った｡そしてこれを売って,負債を完了させた｣ 29)と甫っている｡康有為は背鼻で大

学を創設することを考えていた｡このことを示す史料は康有為が弟子の藩潜航に宛てた手紙に

も見られる｡すなわち ｢曲卑大学を創設 しようとまじめに考えていたので,しばしば依頼を受

け,寄付金も出し,敦展の厚意をすが り,曲単に行き,とくに大学の校地を吟味 して調べてみ

ると,･--つのいい場所を得たO魯城に囲まれ,折水が周 りをめぐっているO風祭はすぼらしい(,

こんないいところはないO暑さを避け,蘭島で大学の規則などを作った(,繭単大学の規模は非

常に大きいものになりそうなので,何年もかか りそうなので,まず膏鳥に予科を開くことにし

た｣ 30)とあり,大学予科創設のための負債 も完済 したと言っているので,背鼻に予科は開か

れたのであろう｡彼の青島の家には ｢天運堂｣の崩額が架けられていたというので,予科に相

当するのかも知れない｡

(6)康有為の死

1927年 2月,康有為は上海で七十歳古希を迎えた｡『年譜長編頼 二は ｢先乳 七十歳の誕

生日にあたり,門弟および娘の同軌 間壁たち,皆上海に来て,長寿を祝った｡梁啓超は 『七

十番』の序を撰 じ,情操豊かなで且つ優れた文章を審 き,博をしばらく諸んじた｡また漢の優

れた成語を集め撰 じて対聯を作る｡『先聖の玄意を述べ,百家の整わざるを整え,ここに歳七

十を迎える｡高徳の老人の前で食事をし,酒を酌み交わそう｡受業生はおそらく三千人ぐらい

であろうか』｡時に南北の戦争の寅っ敢中であったので,誕生祝賀会が済んだあと,すぐに青

島に行った｡先君,誕生日には身体の不適を覚え,二月二十八日午前五時三十分,青島福山路

の家で亡 くなった｡すなわち陽暦の三月三十,一日に当たる｡遺骸は青島李柑象耳山下に葬られ

たO先君は上海を離れるときに,自ら遺稿をを点検し,礼服を携え,青島に向かったu 庭園を

ほとんどくまなく歩き回 り,そうして言うには,わたしと上海の緑は切れてしまったと｡写輿

･69･



を使用人にやり記念とさせた｡あらかじめ永遠の別れを分かっていたかのように｣31)とある｡

もう少し詳しく見てみよう｡ 康有為の家族の話によると,｢康有為の致命的な死因は二月二十

六日に同郷の人が設けた宴会に参加 した折 りに,一杯のオレンジジュースを飲んだOそれで腹

痛を起こした｡二人の医者に診断してもらったが,そのうちの日本人医者が食物中毒であると

診断した｡だいたい二十時間我慢をしていたが,忽ち至る所から出血して死んでしまった｣32)0

喪有為が葬られたのは,r年譜続編』にもあるように,もともと峯村象耳山にあったが,1985

年に浮山の南面,山を背にし,海が望める大麦島村北山に適された｡今の中国海洋大学浮LU校

区の背後に当たる｡ 康有為の弟子にあたる劉海業 33)の手によって 『南海康公基誰銘』が新

たに作られた｡｢公有為と辞す,もとの名は祖論,字は広慶,長素と号 した｡戊成復号を更生

と改めた｡広末南海の人｡公十九歳の時,郷観に落ちた｡そこで天下のことを考えるようにな

った｡光緒十四年皇帝に上音するが果たせず,十七年斯学偽経考を著す｡二十年都に入り会就

にのぞむ｡弾劾に会い書を焼かれたが,彼の名は益々有名になった｡次の年,中日馬関条約で

は天下が非常に騒がしくなったが,公深くこれを恥じ,弟子の梁啓超とともに,各省の挙人を

集め,和議を拒否するように上番 した｡世に公草上音といわれるものである｡会武では樺発と

なり,進士となった｡工部主事を授けられたが,辞して就かず,広東に返 り常木草堂で学を講

じた｡孔子改制考を著した｡二十三年公再度都に上 り,二十四年の年首に李鴻車や翁同麻など

にまねかねて総理衛門で会談 した｡公は縦横に変法の宜しきを論 じたが,多くの人は難しいと

思った｡翁同鰍 ま公の言葉を入奏した｡徳宗は勅を下し,宮廷で会談された｡変法の勅は下さ

れ,君主立憲を唱えたのであった｡西太后那提氏に逆らい,また衷世軌のために売られるとこ

ろとなり,簿嗣同等六君子が処刑されたのだ｡公海外に亡命すること十六年,地球を三周し,

三十一カ国を遊歴し,六十寓里の行程であった｡大同番詩作を撰 じたO辛亥後,母の喪に服す

ために帰国し,上海に天遊書院を創設し,自ら天遊化人と号した｡公は博学にして文を尊 くし,

詩文に優れ,鑑賞に通 じていた｡力めて革新を主とした｡しかしながら軍閥が横行 し,志を叶

えることは出来なかった｡憂いながら青島で一生を終えた｡公は構成豊戊午の年に生まれ,氏

国丁卯の年に亡くなった｡享年七十歳｡公の墓は丙午の年に破壊されたが,いま青島市人民政

府の修理するところにより,山を背にし,海を望み,厳粛なところに新 しい墓を得た｡銘に言

う,公は南海に生まれ,黄海に帰したo･わたしは上海から公に従ったが,わたしは青海原より

公に銘するものである｡ 文章の偉業はとこしえに光 り輝 くであろう｣ 34)0

現在康有為の墓は青島海洋大学浮山校区の山の手にひっそりとあるが,筆者が昨年秋に訪れ

たときは一面荘々とした雑草ばか りで,人が訪れた様子は全 くなく,ただ荒れるに任せてあっ

た｡
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く注釈)

1)『新青年』第2番第 2号 民国5年 10月 1日.｢南海康有為先生璃苦闘近代先飽之士O

天下所同認｡吾輩少時諌八股諦薗拳｡毎疾視士大夫習欧文談新学者｡以馬骨洋奴｡名政所不容

也｡後説康先生及其従梁任公之文章始慨然於域外之政教畢術燦然町観｡茅塞頓開｡兜昨非而今

是｡吾輩今日得禰有世界知織其源泉乃康栄二先生之賜｡最二先生維新魔性之功｡吾囲近代文明

史所歴大藩特番者東O廠後任公先生且畢且教O東献於囲入着不少0両康先生則無間滞--｣O
南海康有為先生は我が国近代の先学の士であることは天下の認めるところである｡私は幼い頃

より,八股文を読み,旧学を学んできた｡士大夫たちは欧文を習い,斯学を語るのは,皆洋奴

とみなした｡その後,康先生及び弟子の梁任公 (啓超)の文革を読んだ｡政教学術方面が燦然

と輝いているように見えた｡私が今 日得た世界知織の源泉は,すなわち康栄二先生の賜である

と述べ,続けて本文にあるように,康南海先生の名前は聞かないというのである｡

2)竹内弘行 『後期康有為諭一亡命 ･宰亥 ･複辞 ･五四』同胞舎 1987年 (京都大学人文

科学研究所共同研究報告 『五四運動の研究』第4函 14)のなかで,｢結給から甫えば,戊成変

法までの時期か,『大同沓』の思想研究に限られて,それ以外はほとんどないのがま馴犬である｣

(94頁)といわれている｡もっとも該藩が上梓は 1987年のことであ り,飽近の研究史には

ふれない｡ただ管見する限 りでも,戊成以後の鹿有為研究については極めて少ないのが現状で

ある｡

3)坂出祥伸 『中国近代の思想と科学』(改訂増補版 朋友藤店 2001年)には,辛亥革命

前後の康有為の行動にふれた論文が収められているO-つはシンガポールにおける康有為の行

動を記 したもので,康有為暗殺にかかわるものである (｢康有為暗殺事件をめ ぐって-中酉盤

太郎の番筒の解脱-｣)O他の-一編は廉有為が神戸須磨に住んでいた時代のものである (r康有

為の須磨寄寓時代｣)O
4)村田雄二郎先生は早 くか ら尊孔問題に取 り組まれ,1993年に広東省南海県で行われた

｢戊成後塵有為梁啓遊興維新派国際学術研村会｣において,｢辛亥革命時期の尊乱闘趨｣を発

表 された｡ さらに関係論文としては ｢孔数と淫両｣(『中国一社会と文化』第 7号 東大中国

学会 1992年)や ｢王朝 ･国家 ･社会｣(『アジアから考える35 東京大学出版会 1994年),

｢康有為と孔子紀年｣(王暁主調 『戊成推断と近代中国の改革-戊成雑斬首周年国際学術討論

会会議文集-』社会科学文献出版社 2000年)などがある｡

5)｢南海康先生年譜続編｣(『康南海自編年譜』[康有為学術著作選〕中華啓局 1992年)183

頁｡｢二月五日,六十初度,門人集湛祝撞｣｡

6)呉天任撰 『康有為先生年譜』 (下)薮文印番館 1994年 633頁｡｢英政府対徳絶交,勧

中国採一致歩急願,総理段芝泉 (棋瑞)立表賛成,任公亦同此主張,欲進-歩加入協約戟団,

捷高我国在国際地位,総統繋宋卿 (元洪)別表反対,先生亦主維持中立,反対参戦---｣｡
7)呉天任撰 『康有為先生年譜』(下),633-634頁0

8)弼徳院は,晴の宣統 3年 4月におかれた官庁名O『酒史稿』職官志六 ｢弼徳院,院長副

院長各一人,顧問大臣三十有二人,掌参預密勿朝夕論思,並審議洪凝大政云々,宣統三年設｣0

9)馬洪林 『康有為評伝』南京大学出版社 1998年 23頁｡

10)対華 21ヶ条については,丸山松草 『五四運動』紀伊囲屋番店 1981年の 52頁以 Fを

参照 した｡

ll)康有為 ｢請練国賊救学生電｣(湯志釣編 『康有為政論集打 下 中華尊属 1981年)1066

頁｡｢曹汝轟,章宗禅等力行買囲,以自刈其人民,断絶英国命久桑｡挙国憤怒,威飲食其内面

寝其皮0--幸今学生発揚義憤,奉行天許,以正曹汝轟,牽宗祥之罪O挙国逝聞,莫不歓呼快

心,-州 政府宜垂釈放被捕学生而諦売国賊｣｡
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12)康有為 ｢復大隈侯爵審｣(湯志鈎編 『康有為政論集』下)1005頁｡

13)康有為 ｢電犬養木堂樽連撤兵交還文十(湯志釣稀 『康有為政論集』下)1068頁｡｢貴国

於巴寮大会維得成功,然見疑於列強,激怒於敵国,所失多夷｡郎人坐視傍観,威威儀懐,不能

少有所補助,縞馬痛心者久之O.内閣之原総理山本君,吾旧交也,床次君,吾閉声相知也,皆商

才達識,必有良策以解之,憾至今尚未見之也.--凡徳国旧約一概置之,撤駐兵,遼鉄路,乃

至衷世凱之二十一条,及近著段棋瑞之軍事協定,輿及徐世昌之順済南徐之路約,骨折約券,班

盟書,不索条件,尽還於我,則四商商人歓喜踊躍,莫不稽首威戴大徳,永組善隣-････｣｡
14)宮崎滑天 (1870- 1922)は,中国革命運動の援助者｡名は寅蔵｡熊本県の生れ｡徳

宮蘇峰の大江義塾に学ぶ｡犬養毅の知遇を得て中国軍命運動事情を調査｡1897年来日中の孫

文を知り,1905年黄興と孫文を引合せて中国同盟会結成に尽力｡辛亥革命後中国で革命派を

支援｡また康有為の日本亡命に協力する｡

15)｢康有為求枚方電請ノ件 香港在勤上野領事ヨリ大隈外務大臣宛 (電報)｣(外務省編 『日

本外交文蓄』第31巻第 1冊 日本国際連合協会 1954年)666貫｡｢Okuma,Tokio,From

康有為 to 央野特命全権公使 :上廃園危奉密詔求放散諸費図着見容望電擾並賜保護｡He

conBdential1yrequestedmetotransmittheabove.UyenoJ

16)手代木公助｢戊戊より庶子に至る革命派と変法派の交渉｣(『近代中国研究』第7輯 1966

午)177頁｡

17)宮崎酒天 ｢三十三年の夢｣(『宮崎滑天全集』第1巻 平凡社 1971年)133頁｡

18)康有為 ｢木堂記｣(光緒 25(1899)年 3月)蒋貴麟絹 『高木草堂過欄外綱続集』台北

成文出版社 1983年 36貫｡｢支那有-士,廉有為廉度,築講堂於鼻,髄之日商木草堂｡

･･････日本有元夫犬養毅子達,築高藤於江戸,髄之日木堂｡--康有為既以一木支柱療敦之支那,

欲改革而新之,堂構甫繕,馳起本所,堂構傾敦,漂流於来港之演｡東海犬養毅以-木柱維新之

日本,而層重翼寛之堂構,堂構甫営,馳起木欲,猶花立東海上｡雨木遇於東海,鵠合挽木,馬

連理木,相輿挽仰二儀,顧扮大地,指揮東海,馬橋馬梁,璃舟馬方,填塞瀞海而清適之｡犬養

毅告康有為日 :子支那之犬養毅也,僕日本之康有為也--｣｡

19)呉天任撰 『康有為先生年譜』(下)665貫｡

20)｢6清国皇族渡来風説二関スル件｣(旧情皇室関係雑件)(作成者 :中山関東庁督務局

長/内田大臣/橋本正治,中山関東庁警務局長,内田大臣,橋本正治)(外務省外交史料館所

に,恭親王に関連して次のような記事がある｡｢未ダ曾テ民国ヨリ援助ヲ受ケタルコトナク,

又之ヲ峻拒シ居り｡目下青島ニハ夫人及二男二女ノ家族アリ,旅順二適当ノ家アラバー家ヲ引

纏メ転住スヘク--｣｡当時,青島や旅順には多くの旧清朝の皇室関係者が住んでいたようで

ある｡

21)｢南海康先生年譜続編｣(『康南海自編年譜』)193貫｡｢冬遊青島,大連,旅順｣｡
22)｢南海康先生年譜続編｣(『康南海自席年譜』)219貢｡

23)康有為 ｢上清帝第二審｣(湯志釣編 『康有為政論集』上)132頁｡｢今宜垂立道学-料,

其有詩学大儒,発明孔子之道者,--清明孔子之道,厚韓経費,且令各尊堂助之｡並令郷落淫

両,悉改為孔子廟,其各尊堂会館倶令独紀孔子,庶以化導愚民,扶聖教而塞異端｣｡

24)康有為は 25歳の時に,上海に初めて出て,ここで上海の繁盛を治めるのに,西洋人に

は統治能力があるということを知 り,西学の必要性を感じ取っていた｡｢道程上海之繁盛,益

知西人治術之有本｣(r康南海自編年譜Jll頁)0

25)康有為 ｢孔教会序｣(-)(湯志釣編 『康有為政論集』下)734頁の ｢説明｣には,｢陳

換章附志｣を引用して,｢まさに孔教会発足時に,南海康先生を孔教の巨人とした｣とある｡

陳換車は孔教会の発起人の一人｡
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(26)李宰光 『康有為家督考滞』隆文閣昏店 1979年 44頁｡｢青島気候佳甚｡頃得-官産

屋,各馬租,賓則同買｡囲極大,償極少.候数日可得O今各人住客桟権勢,候得塵,薗電皆,

至時可来青島,賓連勝混夷｡混無可燃｣0

27)康有為 『商木草堂辞典』上海人民出版社 1996年 425頁｡

28)李雲光 『康有為家番考稗』匪文閣番店 1979年 44頁.考釈参照0

29)李雲光 『康有為家番考輝』47頁｡｢青島此屋之任,書生所未有(,加以有大挙躯,吾欲在

青島醇之,以有硯世大軍舎也｡吾候収款帥躯｡則常長住青島｡減屋無用,巳有人間,吾索十筒｡

甚欲儀之了傭｣｡

30)康有為 ｢輿酒客航｣(薄紫麟編 『商木草堂適構外編』下)677頁｡｢執事挙挙以曲早大

畢馬念｡贋承付託,慨然摘助O仰見尊敦作人之盛意O到曲単,曾特勘大挙地触,得-佳地O確

魯城而続折水,形勢風教,莫不絶佳｡避暑青島,曾擬大挙車種｡並以曲早大畢工程宏大,成東

累年,放欲就青島先開預科｣｡ただ青島に大学を開くという康有為の構想は,当時の宵商の指

導社会層の中にあった考え方でもあった.とくに膝襖簡単骨鋸であった高風決は,青島大学の

創立に関して非常に熱心であった｡かれは北洋政府の教育総長を務めた人物であった｡その後

粁余曲折を経ながらも,1924年 8月には私立蘭島大学が設立されるのである｡康有為の計画

した大学は創立を見なかったが,かれが当地に与えた影響は甚だ大きかったO斬貝澗 ･周釜｢晩

年康有為輿青島｣『骨島文博諭葦』青島出版社 1991年 211貰参照｡

31)｢南海康先生年譜続編｣(F康蘭海自編年譜』)235凱 ｢二月五日,馬先君七十帝展,門

弟子及女同赦,同蟹威到上海祝購O梁啓超撰七十番序,博文並茂,倦踊一時,又東涯緊成語凍

-聯云 :述先型之玄意,整百家之不軌 入此渡来,年七十粂 !奉鴨豆於囲曳,致敵析於射 乳

親愛業者,蕊三千雫 !暗闘南北戦時方鮒,過薄日後,帥去青島O歯先君薄日,鰻巳兜不適,至

二月二十八日午前五時三十分,逝世於青島相山路寄腹,帥陽暦三月三十-冒,適健葬於膏偽挙

村象耳山下｡先君去湛時,親日槍鮎遺稿,並将 碓服摘帯｡臨行,巡視園申殆遍,且日 :我輿上

海線姦衆 !以其像片分贈工友,以作記念,若預知永別者雫｣0

32)李雲光 『康有為家尊者揮』76頁O康有為はオレンジジュースを飲んで中毒を起こし死

んだということであるが,まさか康有為一一人だけがオレンジジュースを飲んだわけではあるま

い｡彼の死因については謎めいたところがあるということにしておこう｡英記酒楼は現在の番

和楼 (中山路天津路交差のところ)であろう｡筆者の調査によれば,春和楼は百年以上の歴史

を誇るところであり,康有為と関係があるという｡

33)劉海釆 (1896- 1994)は中国上海で衆初の美術学校をわずか 17歳で設立 した美術教

育界の第一人者｡1917年上海美術専科学校で男子裸体モデルを採用し,1920年には女子裸体

モデルを採用 して,西洋式美術教育のスタイルを完成させた｡中国建国後は,上海美尊の後身

である華東芸術専科学校,南京芸術学院の校長,院長,名誉院長を歴任 し,中国美術教育界の

トップとして活躍 した｡康有為に番を学んだ｡

34)劉海粟の手による新 しく立て直された康有為の墓誌銘は,｢公諦有為,原名祖始,字贋

魔,畿長素,戊成後易鍍庚生,広東南海人也｡公十九歳時,郷試不債,帥慨然以天下馬己任

光緒十四年,伏開上書,不得達｡十七年,撰新学僧経考｡二十年入京会試,遭弾劾,番被焚,

而名益彰｡次年,中日馬閲訂約,天下暫督,公深批之,輿弟子梁啓超会各省挙人,上音拒和議,

世称公車上書｡値会試梼尊,成進士,授工部主事,辞不就｡返卑講学於高木草堂,撰孔子改制

考｡二十三年,公復赴京｡明年歳首,李鴻牽,翁同麻等,廷陪於総理衛門｡公縦論変法維新之

宜,衆莫能難｡翁以公言入寒,徳宗下詔陛見,変法詔下,侶君主立憲｡件酉太后那提氏,叉馬

衰世凱所膏,譜嗣同等六君子死環O公亡命海外十有六年,三周環滅,経三十二閲,行六十寓私
撰大同普請作｡辛亥後,丁母托帰国,在癌創天遊書院,自鍍天遊化人｡公博学善文,檀詩番,
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棉鑑賞,力主革新｡然軍閥横行,志不得酬,郁郁終於青島｡公生於清成豊成午,卒於民国丁卯,

享年七十o公基数於丙午,今得青島市人民政府重修,背山臨海,粛穆壮観O銘日:公生南海,

帰之黄海,吾従公骨上海,吾銘公骨歴漁港,文章功業,彪柄千載｣｡
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